
本格的な���海里時代を迎えた現在, 食用水産物の安定的

供給という意味で, 国内生産力の強化に努めることがますま

す必要となっている｡ 資源管理型漁業, また, 孵化放流事業

をはじめつくり育てる漁業の重要性がいわれているが, これ

からは, 適切に水産上有用魚種を自然の沿岸生態系において

管理していかなければならない｡ そのためには, これら水産

上有用魚種の動態に着目するだけでは不十分で, 沿岸生態系

において小型無脊椎動物と, 有用魚種を多く含むより高次の

栄養段階に属する大型魚種との間を, 栄養網を通じて結ぶと

いう重要なニッチを占めている低次の栄養段階に属する小型

魚種の生態について詳しく理解することが重要となってくる｡

テンジクダイ����������	
��は, 日本各地沿岸, 南シナ海

及び西部太平洋に分布する全長約��㎝のテンジクダイ科の小

型魚類で, 雄が卵を孵化するまで口内保育することで知られ

ている｡１) 本種は, 各地の浅海域で, 底生魚介類群集におけ

る優占種となっており,２～５) その生物量の大きさからして,

同水域に生息する他の生物に与えている影響は特に大きいと考

えられる｡ 実際に若狭湾では, 種苗放流などにより, 資源の維

持増大が図られている有用大型魚種であるヒラメ
	�	����
���

����	����の, また, 東京湾ではマアナゴ�����	
�	�
���	

やアイナメ���	��	�����
	���等の重要な餌となっている

ことが報告されており,６) 以西底曳網漁業で漁獲される高級

魚, キアンコウ���������
����, マトウダイ�����	���の

重要な餌となっていることも知られている｡ よって, 本種の

生活史について理解することは, 同じ生息場所を共有する他

の大型有用魚種を適切に管理していくために, ひいては, 浅

海域生態系の保全といった観点からも必要である｡

また, 本種自体, 日本各地で古くからから揚げ, 南蛮漬け,

みりん干しなど, 重要な食料資源として利用されており, 地

域に根付いた食文化を形成している｡ 特に瀬戸内地域では,

本種を材料としてつくられる練り製品‘ガス天’が昔から有

名で, 今では高級土産品として旅行者に喜ばれている｡ 地域

によっては流通経路が確立されてないこともあり, 食料資源

としては利用されず, 船上で投棄されているところもある｡

しかし, 本種はその肉質のよさ, 資源量の大きさからも, 今

後, 世界の人口増加などに伴う動物性タンパク食料需要量の
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増加に応えうる, 潜在的な食料資源としても期待できよう｡

よって, 資源生物学的な意味でも, 本種の生活史について理

解することは重要である｡

そこで本研究では, これまで調査の行われていない本種の

生活史諸特性の一つである食性について調査し, 得られた結

果を４つの個体群間 (東京湾, 大阪湾, 新潟県沿岸域, 有明

海) で比較した｡

����

調査は東京湾, 大阪湾, 新潟県沿岸域, 有明海中央部 (島

原沖) の４海域で行った (����１)｡ 採集は, 東京湾と新潟

県沿岸域では早朝から午後にかけて, 有明海では午後４時か

ら午後９時にかけて, 大阪湾では夜間に行われた｡ 東京湾で

����年５月～����年２月に, 大阪湾で����年�	月～
			年９

月に, 新潟県沿岸域で����年�月～
		�年５月に, 有明海で


		
年８月に採集した標本のうち, 東京湾の���個体 (雄：

���個体, 雌：��
個体), 大阪湾の
	�個体 (雄：���個体,

雌：
�	個体), 新潟県沿岸域の�
�個体 (雄：���個体, 雌：

���個体), 有明海の�	個体 (雄：��個体, 雌：��個体) につ

いて胃を摘出した｡ そして, �	％ホルマリン溶液で固定した

後, 	�	�ｇの精度で胃内容物湿重量を秤量した｡ 胃内容物の

同定は, 個体ごとに可能な限り細かく行った｡

空胃率 (���������������) と, 摂餌強度を表す指標

として胃内容物重量指数 (����������������) を, それ

ぞれ以下の式により求めた｡

空胃率 (��) ＝ (空胃個体数÷全個体数) ×�		

胃内容物重量指数 (��) ＝ (胃内容物重量÷体重) ×�		

次に, 空胃個体以外の個体を用いて, 餌項目ごとに, 平均

重量百分率 (平均��), 出現頻度 (��), ������������

(��) を, それぞれ以下の式により求めた｡７)

平均重量百分率 (平均��) ＝Σ{(ある餌項目の重量÷

胃内容物全重量) ×�		}÷全個体数

出現頻度 (％�) ＝ (ある餌項目を摂餌していた個体数

÷全個体数) ×�		

������������ (��) ＝重量百分率 (平均�� ) ×出

現頻度 (��)

また, 産卵期に得られた東京湾の雄�
�個体, 大阪湾の雄�

��個体, 新潟県沿岸域の雄��個体をもとに, 空胃個体を含め

全長�	��ごとに卵食率を調べた｡

有明海個体群については, 標本の採集が
		
年８月の一回

に限定されていたため, サンプル数が十分ではなかった｡ よっ

て, 有明海個体群のデータは, 胃内容物組成の解析について

のみ用いた｡ また, 東京湾個体群の空胃率, 胃内容物重量指

数, 胃内容物組成に関するデータは,  �����	
�８) によっ

て公表されているものを引用した｡

� �

��	
����


平均の空胃率 (��) は, 東京湾の個体群で
���％, 大阪

湾の個体群で

��％, 新潟県沿岸域の個体群で
��
％であっ

た｡ 各個体群の空胃率の経月変化を, ����２に示した｡ 東京

湾の個体群では, 雌雄ともに同じような傾向がみられ, 夏季

に比較的高い値を示した｡ ピークは, 雌雄ともに�月にみら

れた｡ 東京湾の個体群同様, 大阪湾の個体群でも, 雌雄とも

に同じような傾向がみられたが, 雌で特に夏季に高い値を示

した｡ 新潟県沿岸域の個体群では, 雌雄ともに月ごとに大き

く変動していた｡

��
����������


平均��は, 東京湾の個体群で���, 大阪湾の個体群で	��
,

新潟県沿岸域の個体群で	���であった｡ 全ての個体群で, 雌

雄ともに	��以下の個体が多く, その割合は東京湾の個体群

の雄で
��	％, 雌で
	�
％, 大阪湾の個体群の雄で���	％,

雌で�	�	％, 新潟県沿岸域の個体群の雄で����％, 雌で����

％であった｡ ��の最大値は, 東京湾の個体群の雄で����,

雌で
���, 大阪湾の個体群の雄で���
, 雌で����, 新潟県沿

岸域の個体群の雄で���, 雌で��	であった｡ 各個体群の��の

経月変化を����３に示した｡ 全ての個体群で月ごとに大きな

変動がみられたが, ��の平均値が示すとおり, 東京湾の個

体群の��は他の個体群の値に比べ一年を通してほぼ常に高

い値を示していた｡ また, 全ての個体群で各月の��値に雌

雄間で違いはみられなかったが, 大阪湾の個体群で産卵期で

ある８～９月に雌よりも雄で有意に高い値を示していた

(!���"#$������ ����%&������
'	�	�%(�)���*�+�


'	�		�)｡ また, ９月には大阪湾個体群の雄の��値は, 東京

湾個体群の雌雄の値よりも大きく, 雄間では有意差が検出さ

れた (!���"#$������ ����%!����
'	�	�%�������
,

	�	�)｡
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それぞれの個体群で出現した胃内容物を, 餌項目ごとにま

とめ, 平均��, ��, ��を求めた (�����１)｡ 東京湾個体

群の主要な餌生物は小型の長尾類で, なかでもエビジャコ

���	
�	���
	
�とソコシラエビ����������
���
�
�を高い

割合で捕食していた｡ 長尾類以外では, 低い割合ではあるが,

アカハゼ�������
��������

��
��などの魚類がみられた｡

東京湾の個体群同様, 大阪湾の個体群も甲殻類を高い割合で

捕食していた｡ なかでも小型の長尾類であるエビジャコとソ

コシラエビを比較的高い割合で捕食していたが, その割合は

東京湾ほど高くはなかった｡ 長尾類以外では, 東京湾個体群

ではみられなかった端脚類が比較的高い割合で出現した｡ 低

い割合ではあるが短尾類, アミ類, そして甲殻類以外では魚

類がみられた｡ 新潟県沿岸域の個体群も他の個体群同様, 甲

殻類, なかでもエビジャコやテッポウエビ類�����������

といった小型の長尾類を高い割合で捕食していた｡ 大阪湾の

個体群と同じく, 東京湾の個体群ほど極めて高い割合で餌を

エビジャコに依存しているという傾向はみられなかった｡ 長

尾類以外では, 端脚類, 異尾類, アミ類, そして甲殻類以外

では魚類がみられた｡ 有明海の個体群も他の個体群同様, 甲

殻類を高い割合で捕食していたがその多くをアミ類や端脚類

に依存していた｡ また, 産卵期に, 全ての個体群の多くの雄

で同種の卵に対する卵食が観察された｡ 胃内でみられた卵は

全てテンジクダイの卵で産卵直後のものであった｡

有明海を除く全ての個体群について, 胃内容物組成の平均

��をもとに各月ごとにまとめた (���	４)｡ 東京湾の個体

群の雌は, 一年を通して主に長尾類, なかでも特にエビジャ

コを高い割合で捕食していた｡ 雄は雌同様, 主に長尾類を捕

食していたが, 産卵期に非常に高い割合で同種の卵塊を捕食

していた｡ 大阪湾の個体群の雌は, 一年を通して甲殻類, な

かでも, 特に長尾類と端脚類を高い割合で捕食していた｡ 雄

も雌同様, 高い割合で卵食の見られた産卵期を除けば, 主に
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甲殻類中の長尾類と端脚類を捕食していた｡ 新潟県沿岸域の

個体群の雌は, 調査期間中を通して長尾類を高い割合で捕食

していた｡ 他の個体群同様, 高い割合で卵食の見られた産卵

期を除けば, 雄もまた雌と同じく主に長尾類を捕食していた｡

次に, 有明海を除く全ての個体群について胃内容物組成を,

平均��をもとに全長����ごとにまとめ, 全長による食性

の違いを調べた｡ 産卵期にのみ全ての個体群の多くの雄で卵

食がみられたため, データは産卵期以外 (東京湾�大阪湾：

��～６月；新潟県沿岸域：９～６月) と産卵期 (東京湾�大

阪湾：７～��月�新潟県沿岸域：７～８月) とに分けてまと

めた (産卵期以外：���	５�産卵期：���	６)｡ 産卵期以外

の時期では, 全ての個体群で全長による胃内容物組成の違い

は雌雄ともに観察されなかった｡ 東京湾の個体群では, 全て

の全長群で同様に高い割合で長尾類を捕食していた｡ 大阪湾

の個体群では, すべての全長群で同様に高い割合で, 甲殻類

である長尾類と端脚類を捕食していた｡ 全長
���以下の雌

長崎大学水産学部研究報告 第
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で, 大型になるにつれ重要な餌が端脚類から長尾類へとシフ

トするという傾向が見られたが, 統計的に有意ではなかった

(一元配置分散分析�長尾類��４, ��＝���	��＝��
��端脚類：

�５, ��
, ��
＝���������	�)｡ 新潟県沿岸域の個体群では,

全ての全長群で同様に高い割合で長尾類を捕食していた｡ 産

卵期の全ての個体群の雌でも, 同様の結果が得られた｡ 全長

による胃内容物組成に違いはみられず, 全ての全長群で高い

割合で長尾類を捕食していた｡ これに対し, 産卵期の全ての

個体群の雄では, 全長による胃内容物組成の明瞭な違いが観

察された｡ 全長が大きいものほど, 胃内容物に占める卵の割

合が増大していた｡

��������	
��


東京湾と大阪湾の両個体群では, 体のサイズとともに卵食

率が高くなるという明瞭な関係がみられた (����７)｡ 東京

湾と大阪湾の両個体群ほど明瞭ではなかったが, 新潟県沿岸
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域の個体群でも同様に, サイズの増大とともに卵食率も高く

なるという傾向がみとめられた (����７)｡
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東京湾の個体群の��の平均値は, 新潟県沿岸域の個体群

の平均値に比べ非常に高い値を示していた｡ 標本の採集は,

東京湾と新潟県沿岸域では昼間に, 大阪湾では夜間に行われ

たため, 東京湾と新潟県沿岸域の両個体群の��はこのまま

で比較することができるが, 大阪湾個体群のものとは単純に

比較することはできない｡ ただ, テンジクダイ科魚類は夜行

性で, 夜間に積極的に摂餌を行うことが知られている｡９) よっ

て, 東京湾と新潟県沿岸域の両個体群の��に比べ, 大阪湾

個体群の��は過大評価されていると考えることができる｡

今回, 東京湾における個体群の��の平均値は, この過大評

価されていると考えられる大阪湾個体群の平均値に比べても

非常に高い値を示していた｡ これらのことから, 東京湾の個

体群の��の平均値が, 他の海域の個体群の平均値に比べい

かに高いものであるのか類推でき, また, この比較結果は,

大阪湾, 新潟県沿岸域に比べ東京湾が, 本種にとって餌利用

可能度 (餌のとりやすさ�����	
	��	����
�) の極めて高い

海域であることを間接的に示している｡ それぞれの個体群が

経験する生息海域特有の環境条件, なかでも特に, 生物的要

因であるこの餌利用可能度の程度が, それぞれの個体群に特

有の生活史諸特性を形成するうえで果たす役割は大きい｡ 東

京湾個体群は, 大阪湾と新潟県沿岸域の２個体群に比べ明ら

かによい成長を示していた｡��) 東京湾における本種の成長の

よさは, この海域の餌利用可能度の高さに負うところが大き

いと考えられる｡ また, 大阪湾の雄は, 年間を通して低い��

値を示していたのに対し, 産卵期に非常に高い値を示してお

り, これは, 口内保育の際に行われる卵食に大きく依存して

いた｡ このことは, 大阪湾の個体群の雄にとって, 通常の餌

以外の, 産卵期に卵食, すなわち雌の生産物に寄生すること

によって得られるエネルギーが相当大きいことを示している｡

��������

本種の餌組成に, 海域ごとの違いはほとんどみられなかっ

た｡ 全ての個体群が, 小型の甲殻類を高い割合で摂餌してい

た｡ また, 体サイズごとの比較が不可能であった有明海個体

群を除く全ての個体群で, 産卵期に同様に高い割合で卵食を

行っている雄を除けば, 体サイズに伴う食性の変化はみられ

なかった｡

他の３つの個体群に比べ, 東京湾の個体群は, 小型甲殻類

の中でも非常に高い割合でエビジャコを捕食していた｡ 神奈川

県水産総合研究所によって行われた底生生物のモニタリング調

査により, 東京湾に生息する甲殻類の中でエビジャコの個体数

が最も多いことが報告されている｡��) 本種はある程度機会的な

摂餌を行っていると考えられ, この胃内容物に占めるエビジャ

コの高い割合は, 東京湾におけるエビジャコの個体数の多さを

反映しているといえる｡ 東京湾では, 富栄養化の影響により生

物相の単調化が進んでいるが,��) テンジクダイとエビジャコは

この環境変化に順応し, 逆に個体群を繁栄させている｡ 東京

湾の多くの漁業対象種がエビジャコを餌として利用していると

予想されている｡��) しかし, 食物連鎖の頂点に立つホシザメ

��������	
�
�
が若齢期に比較的高い割合で, エビジャコ

を捕食していることが判ってはいるが,��) 本種ほど高い割合で

エビジャコを餌として利用している種はこれまでに報告され

ていない｡ 他種との競合を含め, 何故, 本種のみがエビジャ

コをこれだけ高い割合で餌として利用できているのか, 現段

階では不明である｡ しかし, いずれにせよ, 東京湾に生息す

る底生魚介類の中で最優占種となっているエビジャコをこの

ように高率で利用できていることが, 東京湾における本種個

体群の繁栄を支える重要な要因の一つとなっているのであろ

う｡

長崎大学水産学部研究報告 第��号 (����) ��
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テンジクダイの雄は口内保育の際に卵塊の一部を餌として食

べる�����������	
���������
を行うため, 口内保育中の雄

の胃内には例外なく未発達で消化の進んだ卵がみられる｡��) テ

ンジクダイ科魚類では, 危険にさらされるとすぐに, 口内保

育中の雄が口内の卵を吐き出してしまうという習性が知られ

ている｡ つまり, 胃内にのみ未発達で消化の進んだ卵がみら

れた個体は, 高い確率で水中において口内保育を行っていた

と考えられる｡ よって, 産卵期に採集した雄の全個体数に対

する胃内にのみ卵のみられた個体 (口内保育個体を含む) の

割合は, 実際に水中で口内保育を行っていた雄の個体の割合

をある程度反映していると推定される｡ 全ての個体群で同様

に, 産卵期の雄は大型個体ほど高い割合で卵食を行っている

という傾向がみられたが, これは, 雄が大型個体ほど高い頻

度で口内保育を行っていることを間接的に示していると理解

することができるかもしれない｡

東京湾の個体群を対象とした調査により, 口内保育卵数は

小型個体と大型個体との間で大きな違いがみられた｡ ��) つ

まり, 孵化卵数が厳密に口内容積によって規定される本種に

とって, 成長することにより得られる適応度上の利益は大き

い｡ 雄はカニバリズムを行うことにより, 口内保育中かなり

のエネルギーを得ている｡ とはいえ, やはり, 口内保育の負

荷は依然として大きいと考えられる｡ 口内保育を行うことに

より, コンディションの悪化, 死亡率の増大と, それなりの

コストを支払うことになる｡ よって, 限られたエネルギーを,

小型のうちはコンディションの維持, もしくは成長へ, そし

て大型になってからは繁殖, つまり口内保育へと高い割合で

配分するという戦術は, 本種の雄にとって適応的といえる｡

� �

東京湾, 大阪湾, 新潟県沿岸域, 有明海の４海域で底曳網

によって採集した����個体の標本をもとに, テンジクダイの

食性について調査を行った｡ 有明海個体群については, サン

プル数が十分ではなかったため, そのデータは胃内容物組成

の解析にのみ用いた｡ 空胃率は大阪湾個体群の����％から新

潟県沿岸域個体群の����％, 胃内容物重量指数は新潟県沿岸

域個体群の����から東京湾個体群の���と, ともに個体群間で

大きな違いがみとめられた｡ 平均重量百分率, 出現頻度, ラ

ンキングインデックスの３つの指標を用いた解析により, 主

要な餌生物は全ての個体群で甲殻類であり, なかでも東京湾,

大阪湾, 新潟県沿岸域の３個体群では小型長尾類が, 有明海

個体群ではアミ類が最も重要な餌生物となっていることが判

明した｡ 東京湾個体群では, 小型長尾類のなかでもエビジャ

コに対する割合が極めて高かった｡ 甲殻類以外では, 有明海

を除く全ての個体群で魚類がみとめられた｡ また, 産卵期に

多くの雄の胃内に未発達で消化の進んだ同種の卵塊がみられ

た｡ 各個体群で, 全長の大きいものほど高い割合で卵食を行っ

ていることが明らかとなった｡ 本種特有の口内保育様式から

判断して, この結果は, 雄が大型個体ほど高い頻度で口内保

育を行っていることを間接的に示していると推察される｡
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標本採集の際に乗船の許可等様々な便宜を図って頂きまし

た小山紀雄氏をはじめとする神奈川県横浜市漁業協同組合柴

支所の皆様, 日本海区水産研究所の廣瀬太郎氏, 藤井徹生氏,

梶原直人氏, 長崎県島原市漁業協同組合の吉田清之介氏に心

より感謝します｡
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